
葛城市コミュニティ・スクールの取組

ー 地域とともに進める学校づくり ー

マスコットキャラクター 蓮花ちゃん

奈良県 葛城市教育委員会

学校教育課・課長補佐 阪口信哉

新庄小学校 校 長 髙岡 信

葛城市の概要

①位置 奈良県北西部、大阪府県境に連なる葛城山

二上山の東麗に位置。

②市制 旧新庄町と旧當麻町の２町が奈良県内初の

合併により新市誕生（平成１６年１０月1日）

③面積 ３３．７２㎢

④人口 ３７１２９人

（平成28年７月1日現在）

市内４４地区

⑤産業 全国生産量1位 二輪菊



⑥歴史・文化財等

二上山 當麻連座 （練供養）

当麻寺 竹内街道 屋敷山公園

本市の学校教育の方針
「互いに磨き合う中で心をつなぎながら郷土を愛し未来に向

かってたくましく生きる人づくり」をめざして

１．確かな学び ー 小・中学校交流の授業研究
ＩＣＴ活用の授業実践、ゲストティーチャー

２．郷土愛 ー 當麻連座、相撲等、伝統的文化との
触れ合い

３．本物との出会い ー 講演会、 夢の教室
スポーツアドバイザー、 芸術アドバイザー

４．ひと・まち・絆
開かれた学校



これまでの経過

「開かれた学校」をめざす
○学校・地域パートナーシップ事業の展開

「地域は学校の応援団」
・平成２０～２２年度「学校支援地域本部事業」

文部科学省・県教委委託事業 １中学校で実施

・平成２３～２４年度「学校地域連携事業」

文部科学省・県教委促進事業 全小・中学校（７校）で実施

・平成２５年度～ 「学校・地域パートナーシップ事業」

県教委促進事業 全小・中学校（７校）で実施

○学校・地域パートナーシップ事業活動 （例）
☆学校環境の整備

季節の花の種まき、苗の植え付け

☆地域行事への参加

キャンドルナイトや市民花火大会後の掃除

☆食育活動

野菜栽培と収穫後の調理実習

☆家庭科授業での裁縫、ミシンの取扱い

☆菜種油づくり

菜の花の植え付け、刈り取り、油しぼり

☆昔遊び体験や家のお手伝い

おじいさん、おばあさんとの触れ合い

おはじき、羽子板、竹とんぼ、

コマ回し、あやとり等の昔遊び



○コミュニティ・スクールの推進
「地域と共に進める学校作り」

□学校運営協議会の設置
・平成２５年度 1小学校モデル校に設置（ 新庄小学校 ）

・平成２７年度 全小学校（5校）に設置

・平成２８年度 全中学校（2校）に設置

○学校運営協議会の活動（例）

「学校支援活動」

「地域こども見守り隊」

・ボランティアによる登下校の安全確保活動

「環境整備事業」



笑顔いっぱい 楽しさいっぱい 大好きいっぱい

『新 庄 笑 楽 好』

本校の教育目標
「自ら学ぶ意欲をもち、心身共に豊かで、たくましく生きぬく子どもを育てる」

３つの大好き
・学校大好き ・なかま大好き ・運動大好き

３つの（あ）
・元気よく（あ）いさつ ・きちんと（あ）とかだづけ ・ろうかは（あ）るく

本校の概要
・明治9年3月開校 創立140年
・一貫した授業改善の研究（国語科 算数科 ICT教育 等）
・児童数の増加 平成28年度744名

社会全体の教育力の再生

家
庭

地
域

・少子化、核家族化

・親子の触れ合いの減少

・地域の人間関係の希薄

・地域コミュニティの脆弱

家庭教育力の低下

地域教育力の弱体

学校・地域・家庭が改めて連携

コミュニティ・スクールの展開



学校運営協議会委員

1 大学教授 ７ 民生児童委員代表

２ 地区区長①（３年任期） ８ 学校地域PS事業コーディネーター

３ 地区区長②（３年任期） ９ 登下校子ども見守りボランティア

４ 地区区長③（３年任期） １０ 地域有識者（元中学校校長）

５ 弁護士 11 地域有識者（お話の会代表）

６ 民生児童委員代表 １２ 当該年度PTA会長

学校運営協議会について

・年３回 基本的に学期１回
・保護者授業参観日と同日開催（第１回目参観日）
・学習面、体力面、生徒指導面 各部より状況の報告
（研究部） （体育部） （生徒指導部）

・学校教育諸課題についての意見交流（前向きな姿勢）
・年度末運営協議会にて、次年度、教育課程の承認

学校・家庭・地域の連携による具体的な取組

（１）家庭に支援と協力を求める取組
基礎学力不足の解消し、子ども達の学力を向上させるため

『家庭学習の手引き』 の作成
全学年用 中学年用



葛城市教育委員会作成『家庭学習の手引き』

（２）学校への支援の取組
①学校環境整備への支援

平成23年度～「学校・地域連携事業」
平成25年度～「学校・地域パートナーシップ」事業

コーディネーター地域ボランティア 保護者ボランティア

学校・地域パートナーシップ事業



②学習活動への支援
保護者ボランティアや地域ボランティアによる学習活動支援

子ども達の社会性や規範意識の向上

学習意欲の高まり

（３）体験活動の取組

①生活科・総合的な学習の取組として体験活動に参加

・本物の学習 ・人との出会い、ふれあい



②学校運営協議会主催 『楽農体験塾』 の実施

・土との触れ合いによる喜び

・親子（保護者と子ども）での活動による喜び → 家庭の絆の深まり

・子どもや保護者と地域の人との繋がりから生まれる喜び

（４）ボランティア団体による
子ども達の安心・安全な登下校への取組

・交通量の多い交差点での立哨
・通学の付き添い
・青色パトロールカーの巡視→不審者への抑止力
・防犯カメラの設置



（５）家庭や地域に学校のことを知らせる取組

・『きらり新庄っ子』（写真を入れたポスター）の掲示
校区内各地区掲示板・公共施設・スーパーマーケットなど

・学校だより『笑楽好』の発行
学校行事や各学年の学習活動の様子など

学校運営協議会が起点となって

○学校・家庭・地域の相互連携のあり方について協議
○学校・学校教育力支える応援団づくり

社会全体の教育力の向上をめざす

家庭・地域に開かれた学校づくり

家庭・地域に信頼される学校づくり

地域とともにある学校づくり


